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バ
ー
ス
・
掛

布
の
強
力
打
線

で
阪
神
が
優
勝

し
た
時
、
当
時

と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
投
手

の
分
業
制
が
成
功
し
た
。
だ

が
、
吉
田
監
督
が
常
に
口
に

し
た
の
は
「
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
」
と
い
う
言
葉
だ
っ

た
。

　

個
性
の
強
い
人
間
の
集
団

が
結
束
し
て
事
に
当
た
る
に

は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

か
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
要
と

な
る
。
集
団
が
国
家
の
よ
う

な
大
組
織
に
な
る
と
、
事
に

当
た
る
前
に
こ
の
結
束
が
難

事
業
に
な
る
。

　

真
珠
湾
が
攻
撃
さ
れ
「
リ

ベ
ン
ジ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

で
ま
と
ま
る
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
の
民
意
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
。
個
人
主
義
さ
え
未
成
熟

だ
っ
た
当
時
の
日
本
で
は

「
鬼
畜
米
英
」
と
か
「
天
皇

の
た
め
」
と
か
怪
し
げ
な
フ

レ
ー
ズ
が
乱
発
さ
れ
た
。

　

こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
対
外
向

き
の
方
が
イ
ン
パ
ク
ト
が
強

い
。
貧
富
の
格
差
が
広
が
り

国
民
が
分
断
さ
れ
る
と
、
国

家
に
は
仮
想
敵
国
が
必
要
と

な
る
。
商
売
の
互
恵
で
国
民

同
士
仲
良
く
や
っ
て
い
て

も
、
11
年
振
り
に
日
本
の
防

衛
予
算
も
増
額
さ
れ
る
。
集

団
を
構
成
す
る
個
人
は
賢
い

の
に
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

「
構
造
改
革
」終
焉
さ
せ
る
対
案

安
倍
支
持
、出
口
な
し
の
国
民
を
象
徴

協
会　

橋
下
氏
に
辞
職
迫
る

慰
安
婦
発
言
に
抗
議
声
明

基基  

軸軸
日
本
の
行
方
と

日
本
の
行
方
と

新新  

福福  

祉祉  

国国  

家家
❶❶

一
橋
大
学
名
誉
教
授　

渡
辺
治

一
橋
大
学
名
誉
教
授　

渡
辺
治

　

昨
年
12
月
の
総
選
挙
で
自

民
党
が
大
勝
し
安
倍
政
権
が

的
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
普
天
間
問
題
で
低
迷
し

た
日
米
軍
事
同
盟
の
強
化
、

さ
ら
に
は
、
戦
後
日
本
の
進

路
を
根
本
的
に
転
換
す
る
改

憲
に
ま
で
踏
み
込
も
う
と
し

て
い
る
。

　

問
題
は
、
安
倍
政
権
が
発

足
以
来
、
世
論
調
査
の
た
び

に
支
持
を
伸
ば
し
て
い
る
こ

し
、
１
９
９
０
年
代
の
経
済

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
入
り
、

自
民
党
政
権
は
、
大
企
業
の

い
っ
そ
う
の
競
争
力
強
化
の

た
め
、
構
造
改
革
路
線
に
転

じ
た
。
労
働
力
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
の
企
業
リ
ス
ト
ラ
、

非
正
規
化
の
促
進
、
法
人
税

大
企
業
栄
え
ど
も

　

構
造
改
革
に
よ
り
、
首
尾

よ
く
大
企
業
の
儲
け
は
増
え

た
が
、
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
失

業
、非
正
規
化
、社
会
保
障
費

の
過
酷
な
削
減
、
地
方
財
政

の
削
減
が
社
会
を
ボ
ロ
ボ
ロ

ほ
ど
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い

る
と
き
は
な
い
。
い
く
ら
矛

盾
が
深
刻
化
し
て
も
、
対
案

が
な
け
れ
ば
構
造
改
革
政
治

を
終
焉
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
だ
。

＊　
　

＊

　

構
造
改
革
に
対
す
る
反
対

に
し
た
。国
民
は
、構
造
改
革

の
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
こ

と
を
期
待
し
て
、
民
主
党
に

政
権
を
託
し
た
が
、
そ
の
政

権
も
財
界
の
圧
力
を
受
け
て

変
節
、
構
造
改
革
に
舞
い
戻

っ
た
。
安
倍
政
権
に
対
す
る

支
持
は
、
こ
う
し
た
国
民
の

告
。
方
針
と
し
て
、
会
員
の

経
営
と
国
民
医
療
を
守
る
た

め
に
、
窓
口
負
担
軽
減
や
診

療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を
目
指

し
、
５
万
筆
を
目
標
に
「
保

険
で
良
い
歯
科
の
実
現
を
求

め
る
請
願
署
名
」
に
取
り
組

む
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

２
号
議
案
「
12
年
度
決
算

原
豊
氏（
堺
市
）、谷
聰
氏（
高

槻
市
）、
段
野
和
茂
氏
（
東

大
阪
市
）
を
含
む
理
事
24

人
、監
事
２
人
を
提
案
し
た
。

　

福
西
啓
八
評
議
員
（
大
阪

市
西
部
地
区
）
か
ら
、
１
号

議
案
の
方
針
に
つ
い
て
、
医

科
歯
科
連
携
を
進
め
る
た
め

に
講
習
会
の
テ
ー
マ
に
「
一

般
医
学
を
加
え
て
ほ
し
い
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
ほ
か

に
、
会
館
補
修
積
立
金
や
震

　

日
本
維
新
の
会
の
橋
下
徹

共
同
代
表
（
大
阪
市
長
）
が

従
軍
慰
安
婦
制
度
に
つ
い
て

「
必
要
だ
っ
た
」と
発
言
し
た

こ
と
を
受
け
、
協
会
は
15

日
、抗
議
声
明
を
発
表
し
た
。

　

発
言
に
対
し
、「
戦
争
へ

の
歴
史
認
識
を
欠
き
、
女
性

の
人
権
を
踏
み
に
じ
る
も

の
」
と
断
罪
。
風
俗
業
の
活

用
を
求
め
た
在
日
米
軍
高
官

へ
の
発
言
で
は
、「
基
地
が
あ

る
が
故
の
米
軍
犯
罪
・
性
暴

力
に
対
す
る
無
理
解
と
、
性

風
俗
利
用
と
性
犯
罪
問
題
を

同
列
に
語
る
不
見
識
を
示
し

て
い
る
」
と
批
判
し
た
。

　

安
倍
首
相
の
「
侵
略
戦
争

の
定
義
は
定
ま
っ
て
い
な

い
」
と
す
る
考
え
に
橋
下
氏

が
同
調
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
。「
侵
略
戦
争
を
肯
定

し
、
女
性
へ
の
人
権
感
覚
の

欠
如
を
恥
じ
な
い
橋
下
氏
に

公
党
の
党
首
の
資
格
が
な
い

だ
け
で
な
く
、
市
長
た
る
資

格
も
な
い
」
と
し
、
発
言
の

撤
回
と
謝
罪
、
市
長
の
辞
職

を
求
め
た
。

災
対
策
の
見
通
し
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
小
澤
理
事

長
、
三
井
副
理
事
長
ら
が
答

弁
し
た
。

　

１
号
議
案
は
指
摘
部
分
を

修
正
の
上
、
２
〜
５
号
議
案

は
原
案
通
り
全
員
一
致
で
可

決
し
た
。
最
後
に
、
社
会
保

障
改
悪
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
憲

法
改
定
に
反
対
し
、
社
会
保

障
の
拡
充
を
求
め
る
決
議
を

採
択
し
た
。

報
告
案
」
を
説
明
し
た
三
井

泰
正
副
理
事
長
は
、
歳
入
の

特
徴
と
し
て
、「
順
調
に
入
会

数
を
延
ば
し
、
安
定
し
た
財

政
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
」

と
報
告
。
歳
出
で
は
、
国
会

議
員
要
請
な
ど
医
療
改
善
運

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
運
動
費
の
執
行
率
が

予
算
を
上
回
っ
た
一
方
、
人

件
費
が
予
算
を
下
回
っ
た
こ

と
を
説
明
し
た
。３
号
議
案

「
収
支
差
額
処
理
案
」で
は
、

会
館
補
修
や
車
両
購
入
な
ど

の
各
積
立
金
に
計
上
し
た
こ

と
を
報
告
。
４
号
議
案「
13

年
度
予
算
案
」で
は
、
総
会

に
向
け
て
予
算
を
増
額
し
た

こ
と
や
、
運
動
費
を
昨
年
実

績
に
基
づ
い
て
計
上
し
た
こ

と
を
説
明
し
た
。

　

５
号
議
案
「
理
事
・
監
事

選
出
」
で
下
井
戸
昭
介
副
理

事
長
は
、
新
理
事
と
し
て
江

療
の
運
動
を
中
心
に
据
え
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
社
会
保
障
改
悪
に

反
対
し
て
い
き
た
い
」
と
表

明
し
た
。

　

１
号
議
案
「
情
勢
、
11
・

12
年
度
総
括
、
13
・
14
年
度

方
針
」
を
冨
本
昌
之
副
理
事

長
が
提
案
し
、
休
業
保
障
の

募
集
再
開
な
ど
の
成
果
を
報

目
）
の
７
人
を
選
出
し
た
。

任
期
は
２
０
１
３
年
６
月
１

日
〜
15
年
５
月
31
日
。

　

小
澤
氏
は
、
歯
科
医
療
と

国
民
・
府
民
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
い
が
、
多
く

の
市
民
・
団
体
と
手
を
取
り

合
っ
て
要
求
を
実
現
す
る
協

会
活
動
の
先
頭
に
立
ち
た
い

と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

小
澤
力
理
事
長
は
あ
い
さ

つ
で
、
政
府
が
進
め
る
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
や
社
会
保
障
制
度
「
改

革
」
に
つ
い
て
言
及
し
、
公

的
保
険
を
基
本
に
し
た
「
日

本
の
医
療
を
根
こ
そ
ぎ
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
強

調
。「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

　

評
議
員
会
後
に
開
い
た
18

日
の
第
３
回
理
事
会
で
、
理

事
長
に
小
澤
力
氏（
２
期
目
）

を
再
選
し
た
。
副
理
事
長
に

貴
島
正
彦
氏（
13
期
目
）、
下

井
戸
昭
介
氏（
13
期
目
）、
辻

本
勝
氏（
５
期
目
）、
戸
井
逸

美
氏（
新
）、冨
本
昌
之
氏（
２

期
目
）、三
井
泰
正
氏（
２
期

目
）、
吉
田
裕
志
氏
（
４
期

の
声
が
高
ま
っ
た
４
年
前
、

そ
れ
に
代
わ
る
対
案
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
研
究
者
と
活

動
家
が
集
ま
り
「
福
祉
国
家

構
想
研
究
会
」
を
立
ち
あ
げ

た
。
そ
の
共
同
代
表
で
あ
る

４
人
が
本
紙
の
連
載
に
お
い

て
、
安
倍
政
権
の
路
線
が
日

本
を
ど
こ
へ
導
こ
う
と
し
て

い
る
か
を
批
判
的
に
検
討

し
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な

福
祉
国
家
型
の
対
案
の
輪
郭

を
示
し
た
い
。 

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
な
べ
・
お
さ
む　

１
９

４
７
年
、
東
京
生
ま
れ
。
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
同

大
学
社
会
科
学
研
究
所
助
教

授
、
一
橋
大
学
教
授
な
ど
を

歴
任
。
九
条
の
会
事
務
局
、

日
本
民
主
法
律
家
協
会
理
事

長
な
ど
。

な
ど
大
企
業
負
担
の
軽
減
の

た
め
の
財
政
支
出
の
削
減
が

そ
の
柱
で
あ
っ
た
。
財
政
削

減
を
め
ざ
し
て
社
会
保
障
の

み
な
ら
ず
、
地
方
に
対
す
る

公
共
事
業
に
も
メ
ス
が
入
れ

ら
れ
た
。

と
だ
。
直
接
の
原
因
は
、

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
対
す

る
国
民
の「
期
待
」に
あ
る
。

　

高
度
成
長
期
以
降
、
自
民

党
政
権
は
、
開
発
優
先
の
政

治
と
、
地
方
に
対
す
る
公
共

事
業
の
バ
ラ
マ
キ
に
よ
り
政

権
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か

　

協
会
は
第
49
回
通
常
評
議
員
会
を
18
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
患
者
窓
口
負
担
の
軽

減
や
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
、「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
」
運
動
の
推
進
な
ど
を
掲
げ
た
２

０
１
３
・
14
年
度
活
動
方
針
案
や
13
年
度
予
算
案
、
理
事
・
監
事
の
選
出
な
ど
、
す
べ
て
の

議
案
を
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
社
会
保
障
改
悪
に
反
対
し
、
社
会
保
障
の
充
実

を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。 

（
２
面
に
評
議
員
会
で
選
出
し
た
理
事
・
監
事
一
覧
）

出
口
な
し
の
状
況

を
象
徴
し
て
い
る
。

　

公
共
事
業
の
バ

ラ
マ
キ
で
も
構
造

改
革
の
政
治
で
も

な
い
対
案
が
い
ま

誕
生
し
た
。
政

権
は
、
民
主
党

政
権
で
滞
っ
て

い
た
構
造
改
革

を
再
起
動
し
社

会
保
障
の
本
格
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第３回
理事会

理
事
長
に
小
澤
氏
を
再
選

第
49
回
通
常

評 

議 

員 

会

５万署名で歯科医療改善を５万署名で歯科医療改善を
TPP参加反対や社会保障改悪阻止などを決議

　

安
倍
政
権
の
下
、
社
会
保
障
体
制
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
高
支
持
率
を
背
景
に
、
政
府

は
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
名
の
下
に
社
会
保
障
の
本
格
的
な
削
減
、
消
費
税
増
税
、
原

発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
憲
法
改
定
な
ど
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
政

治
へ
の
対
案
が
い
ま
ほ
ど
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
。
政
治
の
行
方
と
対
抗
す

る
、
雇
用
と
社
会
保
障
を
柱
と
す
る
福
祉
型
政
治
の
対
案
の
輪
郭
を
「
福
祉
国
家
構
想
研
究

会
」
の
渡
辺
治
一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
二
宮
厚
美
神
戸
大
学
名
誉
教
授
、
後
藤
道
夫
都
留
文

科
大
学
名
誉
教
授
、
岡
田
知
弘
京
都
大
学
大
学
院
教
授
が
13
回
に
わ
た
っ
て
連
載
す
る
。


